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ヘッドライン　市民として必要な基礎・基本の化学XIII 
児童・生徒・学生は，ここがわからない

　近畿支部企画として，小学校から大学院あるいは社会人教育までを視野に入れ，身近な疑
問を解決するようなヘッドライン記事を「市民として必要な基礎・基本の化学」の統一テー
マのもとに企画してきた。13 回目の今回も，昨年と同様に「人間（人格）形成と化学」の
視点に立って，副題「児童・生徒・学生は，ここがわからない」を設定し，様々な教育現場
での多様な思考ならびに実践について紹介する。
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次号ヘッドライン 目に触れることがほとんどない材料の凄い技術

　安政 4（1857）年 11 月，オランダ軍医ポンペ・ファン・メールデルフォールトがオランダ
語による医学講義を開始しました。この医学部の起源でもある医学伝習所の設置が，長崎大
学の創基です。原爆被ばくなどの記憶を有する地域に在って，長年にわたる熱帯医学・感染
症，放射線医療科学分野における卓越した実績を基盤に，グローバルヘルスや海洋環境資源
などの関連領域を学際的に糾合し，地球規模課題の克服に貢献する教育研究を進めています。
　写真は，ポンペとともに医学部の創始者である松本良順にちなみ名づけられた「良順会
館」です。この会館は，医学部創立 150 周年記念事業の一環として建てられたもので，中・
小規模のシンポジウムや会議の実施などで広く利用されています。

表紙の言葉　長崎大学


